
令和7年度

　2025年9月24日午後1時45分から東京新橋の航空会館において、令和7年度「空の日」日本航空協会表
彰式が開催され、日本航空協会賞と日本記録証の授与および国際航空連盟（FAI）賞の伝達が行われました。
受賞された方々にあらためてお祝い申し上げますとともに、当日、表彰式および祝賀会にお越しいただいた
方々に御礼申し上げます。
　受賞された方々を以下にご紹介いたします。

26　　　AIR FORUM「航空と文化」

航空スポーツ賞贈呈、日本記録証授与および FAI 賞伝達
のプレゼンターは日本航空協会副会長・進俊則が務めま
した。写真は柳下愛風さんに、青少年航空宇宙絵画国際
コンテスト日本航空協会会長賞を贈呈する様子

航空亀齢賞、航空功績賞および空の夢賞のプレゼンター
は日本航空協会会長・植木義晴が務めました。写真は前
田伸二さんに、空の夢賞を贈呈する様子



2026年 新春号　　　27

伊
い

藤
と う

　源
もと  つぐ

嗣 氏

1936（昭和 11）年生まれ
元石川島播磨重工業株式会社（現 株式会社 IHI）代表取締役会長
V 2500エンジンの国際共同開発を通じて、我が国の航空エンジン産業の飛躍的発展に寄
与されるとともに、学術活動と人材育成に多大なる貢献をされました。

吉
よ し

川
か わ

 謙
け ん

三
ぞ う

氏

1936（昭和 11）年生まれ
元全日本空輸株式会社 常務取締役
全日本空輸の国際線定期便就航を実現させ、国際航空事業の発展に大きく貢献されると
ともに、国際流動の拡大と日本経済の発展に大きく寄与されました。

西
に し

岡
お か

 喬
たかし

氏

1936（昭和 11）年生まれ
元三菱重工業株式会社 代表取締役会長
国産航空機開発の礎を築き、また大型旅客機の国際共同開発を通じて、我が国航空産業
の発展に多大な貢献を果たされるとともに、技術革新と国際的地位の向上に尽力されま
した。

柳
やなぎ

田
だ

 邦
く に

男
お

氏

1936（昭和 11）年生まれ
ノンフィクション作家
長年にわたり航空に携わるノンフィクション作家の第一人者として、執筆や講演活動を
通して、安全啓発を行うとともに、日本航空安全アドバイザリーグループ座長として、
安全基盤の構築に多大な貢献をされました。

航空亀齢賞 長年にわたり航空宇宙の発展に尽力され、かつ数え年 90 歳になられた方に長寿を祝福する賞です

日本航空協会賞
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祝辞を述べる日本航空協会会長・植木義晴受賞者を代表して鈴木真二氏にお言葉を
頂戴しました。

航空功績賞 航空宇宙に関する文化、科学技術および事業等の発展に著しく寄与された方やグループに贈る賞です

伊
い

東
と う

 信
し ん

一
い ち

郎
ろ う

氏

1950（昭和 25）年生まれ
前 ANAホールディングス株式会社 代表取締役会長
卓越した指導力を発揮し、公共交通機関の使命と責務を果たし、航空安全と信頼を確立
されるとともに、航空事業の発展と日本経済の成長に大きく貢献されました。

鈴
す ず

木
き

 真
し ん

二
じ

氏

1953（昭和 28）年生まれ
東京大学名誉教授
航空宇宙分野における第一人者として卓越した研究成果を挙げるとともに、横断的な連
携強化の推進と次世代の人材育成に尽力され、航空宇宙産業の発展に大きく貢献されま
した。

藤
ふ じ

野
の

 道
み ち

格
ま さ

氏

1960（昭和 35）年生まれ
元ホンダエアクラフトカンパニー社長兼CEO

小型ビジネスジェット機ホンダジェットの開発責任者として、革新的な航空機設計によ
り、世界の航空技術の発展に多大な貢献をされました。
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国土交通省航空局長 宮澤康一様より祝辞を
頂戴しました。

成田空港第 8 貨物上屋プロジェクト

先進技術による効率化と省力化を推進し、成田空港の航空貨物取扱能力を飛躍的に向上させ、我が国航空物流の
国際競争力の強化に大きく貢献されました。

空の夢賞
航空宇宙に対する夢や希望を与え、または明るい話題を提供するなどユニークな貢献をしたとして
日本航空協会表彰に値する者またはグループに、航空宇宙諸般の進歩発展に寄与するチャレンジを
応援する意味合いを含めて贈る賞です

前
ま え

田
だ

 伸
し ん

二
じ

氏

1979（昭和 54）年生まれ
エアロ・ジパング・プロジェクト代表
隻眼のパイロットとして、地球一周単独飛行を実現されました。その果敢なる挑戦と講
演活動を通じて力強いメッセージを発信され、多くの人々に勇気と夢を追う力を与えら
れました。

成田空港第 8貨物上屋プロジェクトの皆様
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伊
い

藤
と う

 寛
ひ ろ

規
き

氏

1989（平成元）年生まれ
2025年 8月に、ルーマニア ピテシュで開催された模型航空世界選手権ラジオ
コントロールヘリコプター（F 3C）種目において優勝し、世界選手権者となら
れました。

模型航空世界選手権ラジオコントロール 
ヘリコプター（F3C）日本代表チーム

·団長 兼 選手

　澤
さわ

村
むら

 寧
やす

一
いち

 氏
·選手

　磯
いそ

  匡
まさ

敏
とし

氏／鬼
おに

澤
ざわ

 一
かず

史
ひと

 氏

2025年 8月に、ルーマニア ピテシュで開催された模型航空世界
選手権ラジオコントロールヘリコプター（F 3C）種目において
団体優勝されました。

板
い た

垣
が き

 直
な お

樹
き

氏

1963（昭和 38）年生まれ
2025年７月に、スペイン アジェールで開催されたハンググライディング世界選手権
Class 5種目において優勝し、世界選手権者となられました。

橋
は し

本
も と

 勇
ゆ う

希
き

氏

2007（平成 19）年生まれ
2024年秋に、中国杭州で開催された模型航空世界選手権 F 9Uおよび F 9U Junior 
ドローンレーシング種目において優勝し、世界選手権者となられました。

航空スポーツ賞 航空スポーツのFAI世界記録を樹立し､ または同世界選手権者となった方やグループに贈る賞です
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国際航空連盟（FAI）は、1905 年に設立されたスイスに本部を置く国際組織で、世界選手権や世界記録の公認および航空スポー
ツの分野で功績のあった個人、団体の表彰などを行っています。日本航空協会は日本唯一の FAI 正会員として、日本選手権の
開催や日本記録の公認、世界選手権への日本選手団派遣、航空スポーツ功労者の FAI への表彰推薦を行っています。

国際航空連盟（FAI）賞

平
ひ ら

澤
さ わ

 浩
ひ ろ

子
こ

氏

1951（昭和 26）年生まれ
長年にわたり関東地区のクラブや団体の組織作りに尽力するとともに、日本マイクロラ
イト航空連盟理事長の要職を務め、日本選手権の開催やパイロットや指導者の技術と安
全に対する意識の両面から安全啓発に取組むなど、マイクロライトプレーンの普及振興
に貢献されました。

ポール ティサンディエ ディプロマ
FAI の事務局長を務めたポール・ティサンディエ氏に因んで制定された賞で、
航空一般、特に航空スポーツ発展のために献身的努力を傾注し、団体組織
等で指導的役割を果たし、その業績が顕著である個人に授与される賞です

市
い ち

吉
よ し

 三
さ ぶ

郎
ろ う

氏

1946（昭和 21）年生まれ
35年にわたり当該委員会総会に日本代表委員として参加し、貢献されました。

ハンス アケルシュテッド アワード FAI 国際気球委員会/CIA 総会に 25 年以上にわたり参加し、貢献した個人
に贈られる賞です

櫻
さくら

井
い

　玲
れ い

子
こ

氏

1962（昭和 37）年生まれ

種目：  グライダー（滑空機）
DO級：  女性
500 km往復コース速度：137.04 km/h
飛行年月日：2024年 12月 24日
飛行場所：ナミビア共和国

航空スポーツにおいて過去１年間で樹立・更新された日本記録証の授与を行いました日本記録証
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井
い の

上
う え

 善
よ し

雄
お

氏

1949（昭和 24）年生まれ
2012年より日本滑空協会の常務理事等や日本学生航空連盟の要職を務められました。
特に 2014年より毎年開催されている埼玉スカイスポーツフェスタでは、企画から実施
に至る全てを指導し、各航空スポーツの連携と広く社会に航空スポーツを周知すること
に貢献されました。また、1974年より教官として、後進の学生パイロットの育成に尽力
されました。

青少年航空宇宙絵画国際コンテストにおいて、最も優れた成績を収めた方に贈る賞です

青少年航空宇宙絵画国際コンテスト日本航空協会会長賞

柳
やなぎ

下
し た

 愛
ま な

風
か

氏

2009（平成 21）年生まれ
青少年航空宇宙絵画国際コンテストにおいて、最も優れた成績を収められました。

吉
よ し

野
の

 浩
ひ ろ

清
き よ

氏

1964（昭和 39）年生まれ
2015年より日本気球連盟の理事を務められ、2009年よりインストラクターとして訓練
講習会を開催し学生パイロットの育成や、飛行エリアの環境整備と維持に尽力されまし
た。
また、2011年の東日本大震災で被災した東北地方において、熱気球を用いた復興支援活
動を行うなど、熱気球の普及振興に貢献されました。

FAI エア スポーツ メダル 航空スポーツに関連した FAI 委員会業務、競技会運営、若年層の教育訓練等に顕著な 
功績や貢献があった個人または団体に贈られる賞です

記念祝賀会には約 180名の方々にご参加いただきました。


